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令和７年度 事業計画 ／ 法人本部 

責任者:大水 清世 

１ 当期目標と方針 

・ １０年後を見据え、将来に向けた体制づくりの構想の中で、法人本部の役割や機能の明確化を行います。

・ 「法人運営」業務と「法人本部」業務を整理し、非属人化にむけたマニュアル作成を行います。また各業務と工程に

ついてさらなる業務改善を進めます。

・ 法人本部－各事業所間の連携やコミュニケーションの質を高めるため、（１）本部-事業所連絡会議（縦串）、

（２）所⾧・課⾧・主任の職階別会議（横串）の双方向からコミュニケーションをとり、法人の課題についての意

見集約と解決にむけた取り組みを行います。

２ 重点テーマと取り組むべき課題 

１ 「法人ビジョン2032」第一期の進捗確認と報告を行います。また第二期の目標を定め取り組みをスタートさせま

す。各ビジョンの方向性を再確認し、軌道修正や調整を行い、短期目標を設定し進めていきます。 

２ 児童分野地域連携支援室を立ち上げます。その中で、地域障がい児支援体制強化事業（小田原市委託事

業）を担い、地域と共にお子さんの環境の充実に取り組みます。法人の専門性を生かした公開講座を地域に

むけて実施します。 

３ 採用から定着までのプロセスの改善と見直しを行います。法人本部、各分野、各事業所の管理職の連携を強

化し、分業を整理します。 

４ 利用者・利用園児の権利擁護をさらに推進する礎として、外部委員も含めた虐待防止委員会を充実させます。

各部会の活動を整理し、見直します。 

５ 法人本部と各事業所が課題共有し解決にむけた行動をとるために、法人ビジョン、事業計画及び予算に基づい

た現況報告の定例ミーティングを実施します。また勤怠管理ソフトの導入を起動にのせるため事業所管理職・事

務員と協力して取り組みます。 

３  大型の設備投資の金額と予定時期及びその目的 

給与システムの入れ替え（PC とソフトの Win11対応化のため）10月 70万円 

４  行動計画 別紙 「事業計画総括表」 参照 
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令和７年度 事業計画 ／ 小田原愛児園 

責任者︓髙橋 誠美 

実施事業と定員  ２歳児以上 （定員 300名・利用定員 250名） 
子育てオアシス（地域育児支援センター） 病後児保育室（定員 4名） 

１ 使命と中期ビジョン 
（使 命）  全ての子ども達が心身ともに健やかに育ち、安全で安心な環境を与えられ、保護者

が子育てへの幸福感を得られるよう、職員は資質向上を図り、地域社会の中での
子育て支援を目指す。 

（中期ビジョン） １ 子ども主体の保育を目指す 
 ２ SDGｓ保育を通して家庭や地域に発信し共に歩む 
 ３ 同僚性文化を培養し広げる 
４ 一人ひとりを大切にする保育園 

  ５ 将来の保育所のあるべき姿を考慮した園運営を行う 

２ 当期目標と方針 
・子ども主体の保育を実践する中で、家庭的な雰囲気を作り、子ども一人ひとりが安心して生活しや
すいスペースが確保できるような環境作りに取り組みます。また、「やりたい」気持ちを大切にし、対話
を大切にした保育を行います。配慮が必要な子どもへの合理的配慮を行い、生活しやすいように保
育の工夫をします。
・地域の小学校との連携に向け、準備を進めていきます。
・０～６歳の育ちを意識し、小田原乳児園との連携を強化しながら職員同士が助け合い、一体的な
保育を行います。

３ 重点テーマ取り組むべき課題 
１ 家庭的な雰囲気の中で、子どもが主体的に活動できる保育環境を作ります。 
２ 地域の小学校と連携し、架け橋期のカリキュラムを作成して取り組みます。 
３ 小田原乳児園との職員間交流の体制を図り、０歳～６歳の子どもの発達を学びます。 
４ 安心・安全な環境づくりを推進し、権利擁護や虐待防止、ハラスメント対策に取り組みます。 
５ ICT システムの活用の幅を広げ、業務の効率化を目指します。 
◎ こども家庭庁での国の動向に目を向け情報収集を図り、保育の充実を目指します。

４ 大型の整備投資の金額と予定時期及びその目的 
・お昼寝用コット購入 160万円（補助金有）
・腰壁の修繕 99万円 ・園庭の斜面の補修 50万円
・園庭固定遊具メンテナンス 20万円

５ 行動計画     別紙 「事業計画総括表」参照
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や
命

の
大

切
さ

を
伝

え
て

行
く。

地
域

の
方

や
保

護
者

に
も

理
解

を
深

ま
る

よ
う
イ

ベ
ン

ト
開

催
や

H
Pで

発
信

を
行

う
。

・年
３

回
実

施

・防
災

係
に

よ
る

企
画

６
回

実
施

・イ
ベ

ン
ト

の
開

催
１

回
実

施

3-
1

子
ども

の
発

達
を

知
る

3-
1-

1
小

田
原

乳
児

園
と連

携
を

強
化

し
、
０

歳
か

ら
６

歳
の

縦
割

り活
動

を
充

実
さ

せ
て

い
け

る
よ

う
職

員
体

制
を

取
る

。
ま

た
、
合

同
研

修
や

他
施

設
（

保
育

所
、
認

定
こ

ども
園

）
等

の
見

学
の

実
施

に
努

め
、
保

育
内

容
に

活
か

し
て

行
く。

3-
1-

2
事

業
所

間
交

流
（

乳
児

園
・ふ

じ
・う

み
・な

ぎ
さ

）
で

、
園

内
療

育
、
な

ぎ
さ

カ
ン

フ
ァレ

ン
ス

、
ケ

ー
ス

検
討

会
個

別
支

援
計

画
面

談
等

に
参

加
し

、
子

ども
の

発
達

や
関

わ
り方

、
環

境
設

定
等

の
学

び
を

深
め

る
。

・ケ
ー

ス
検

討
会

年
６

回
・園

内
療

育
月

１
回

・療
育

参
観

年
５

回
以

上
・面

談
参

加
　
開

催
時

・合
同

研
修

年
２

回
・他

施
設

見
学

年
２

回

園
⾧

・全
職

員

・チ
ェッ

ク
リス

ト
年

２
回

・職
員

会
議

の
中

で
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

年
２

回
実

施
。

・相
談

支
援

研
修

実
施

課
⾧

補
佐

防
災

係
防

災
委

員

リー
ダ

ー
職

員

担
当

職
員

権
利

擁
護

委
員

・全
職

員

園
⾧

・課
⾧

補
佐

5-
1

IC
Tシ

ス
テ

ム
の

活
用

5-
2

こ
ど
も

家
庭

庁
の

動
向

5 
組

織
運

営
と

経
営

基
盤

の
強

化

4 
権

利
擁

護
の

推
進

と
虐

待
防

止

4-
1-

1
チ

ェッ
ク

リス
ト

を
実

施
す

る
際

、
園

独
自

の
例

題
も

取
り入

れ
な

が
ら

検
討

し
、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
で

学
び

を
深

め
虐

待
防

止
に

取
り組

む
。

4-
1-

2
保

護
者

と円
滑

な
関

りが
も

て
る

よ
う
相

談
支

援
技

術
を

向
上

さ
せ

、
苦

情
（

カ
ス

タ
マ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
）

に
繋

が
る

ケ
ー

ス
を

減
ら

す
。

4-
1

安
心

・安
全

な
環

境

4



令和７年度 事業計画 ／ 小田原乳児園 
責任者︓金山 靖子 

  実施事業と定員  保育事業（０歳児～１歳児、利用定員７０名）  一時保育事業（定員１０名）     

１ 使命と中期ビジョン 
（使 命）    １ すべての人に『和顔愛語』の心で接します。 

      ２ 愛らしい表情、生き生きした目、元気な子どもを育てます。 
（中期ビジョン） １ 子どもの主体性を伸ばす保育を目指す 

２ 子育て家庭への育児支援に取り組み地域貢献・地域連携を考える 
３ 共に育ち合う・成長し合うことを目指し将来の担い手を育成する 
４ 子どもに対し 「一人のひと」として関わる 
５ 柔軟性のある園運営を目指す 

２ 当期目標と方針 
乳児期の子どもにとっては「生活＝遊び」であるため、園内で取り組んでいる実践報告会やケース相談会を

継続し、園児・保護者がより安心してすごせるよう、乳児保育（保育内容、環境等）の見直しに職員全員で
取り組んでいきます。また研修等に積極的に参加し、職員一人ひとりの専門性や保育の質の向上に努めま
す。 
人材育成の取り組みとして、０歳から６歳までの一貫した育ちを意識し、小田原愛児園との連携を強化し

ながら、職員同士助け合い一体的な保育を行います。 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 
１ ０、1歳児の発達について学びを深め、一人ひとりの園児に寄り添った保育が行えるよう、保育内容の見直
しや環境設定の工夫を行い、安心・安全な保育の提供、保育の質の向上を目指します。 

２ 一時預かり保育、体験保育を計画的に実施し、地域の子育て家庭の状況や保育所に求められていること
についての情報を得て、対応に努めます。また子育てに関する相談を受け付け、適切なアドバイスが出来る
よう学ぶ機会を作っていきます。 

３ 小田原愛児園との連携を強化し、縦割り保育（０歳～６歳）の充実や互いの理解を深めることで協力
体制がとれるよう努めます。また、法人内児童分野施設との連携を強化し互いに学び合うことで職員一人
ひとりの質の向上を目指します。 

４ 権利擁護の推進、虐待防止について研修やグループワーク等、計画的に取り組みます。 
  ５ ICT システムを活用し、業務の効率化を図ります。 

４ 大型の設備投資の金額と予定時期及びその目的 
・エアコン清掃 （５月頃）

５ 行動計画  別紙 「事業計画総括表」 参照 

5



令
和
７
年
度
　
事
業
計
画
総
括
表
　
小
田
原
乳
児
園
　

基
本

方
針

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
責

任
者

達
成

基
準

法
人

ビ
ジ

ョン
N

o.

1-
1-

1
園

内
で

の
話

し
合

い
の

時
間

（
職

員
同

士
の

対
話

の
時

間
）

を
多

く作
り、

保
育

内
容

（
あ

そ
び

、
食

事
、
保

育
室

の
環

境
等

）
の

見
直

し
を

図
る

園
⾧

課
⾧

補
佐

C
S
V

ク
ラ

ス
内

会
議

　
１

回
/月

学
年

会
　
４

回
/年

各
係

話
し

合
い

　
随

時

1-
1-

2
保

護
者

との
懇

談
会

・面
談

を
通

し
て

情
報

を
共

有
し

、
ケ

ー
ス

相
談

会
等

で
具

体
的

に
出

た
支

援
に

つ
い

て
ア

ド
バ

イ
ス

し
た

り、
必

要
に

応
じ

て
専

門
職

、
専

門
機

関
へ

繋
げ

て
い

く窓
口

的
な

役
割

を
す

る

園
⾧

課
⾧

補
佐

ク
ラ

ス
リー

ダ
ー

懇
談

会
　
各

ク
ラ

ス
１

回
/年

ケ
ー

ス
相

談
会

　
５

回
/年

2-
1-

2
園

で
の

防
災

訓
練

の
様

子
や

備
蓄

品
な

どを
保

護
者

や
地

域
に

発
信

し
、
防

災
へ

の
意

識
を

保
護

者
と

共
に

高
め

て
い

け
る

よ
う
に

す
る

防
災

委
員

・防
災

係
W

eｂ
等

で
の

発
信

　
４

回
/年

3-
1-

1
小

田
原

愛
児

園
との

連
携

を
強

化
し

、
０

歳
～

６
歳

の
縦

割
り保

育
を

充
実

さ
せ

て
い

け
る

よ
う
職

員
体

制
を

取
る

。
ま

た
、
合

同
研

修
や

他
園

見
学

等
を

実
施

し
て

得
た

学
び

を
保

育
内

容
に

活
か

し
て

い
く

ク
ラ

ス
リー

ダ
ー

合
同

研
修

　
２

回
/年

縦
割

り交
流

保
育

　
随

時

5-
1-

1
IC

T
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、
書

類
作

成
等

の
業

務
の

効
率

化
を

図
り、

働
き

や
す

い
職

場
づ

くり
を

目
指

す
園

⾧
課

⾧
補

佐
C
S
V

書
類

作
成

を
IC

T
シ

ス
テ

ム
に

移
行

し
て

検
討

を
行

う

2-
1-

1
家

庭
に

い
る

親
子

を
対

象
に

体
験

保
育

を
実

施
す

る
。
ま

た
、
一

時
保

育
や

子
育

て
オ

ア
シ

ス
の

利
用

を
通

じ
て

地
域

の
保

護
者

支
援

を
行

う
（

給
食

レ
シ

ピ
を

配
布

、
栄

養
士

・調
理

師
に

よ
る

離
乳

食
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

子
育

て
相

談
）

課
⾧

補
佐

一
時

保
育

担
当

栄
養

士
 ・

 調
理

師

1 保
育
の
質
の
向
上

1-
1

園
児

の
発

達
に

沿
った

支
援

と保
護

者
支

援

3 将
来
の
担
い
手
を
育

て
る
（
人
材
育
成
）

3-
1

乳
児

保
育

に
携

わ
る

保
育

者
の

保
育

力
を

高
め

る

2 暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
（
地
域
貢

献
・
地
域
交
流
）

2-
1

地
域

の
子

育
て

家
庭

へ
の

育
児

支
援

3-
1-

2
事

業
所

勉
強

会
や

外
部

の
研

修
に

参
加

し
た

職
員

は
研

修
報

告
を

行
い

、
情

報
共

有
及

び
互

い
に

学
び

合
う
こ

とで
保

育
に

活
か

し
て

い
く（

５
事

業
所

勉
強

会
、
キ

ャ
リア

ップ
研

修
、
他

の
研

修
）

園
⾧

課
⾧

補
佐

C
S
V

4-
1-

1
権

利
擁

護
チ

ェッ
ク

リス
ト

を
実

施
し

、
チ

ェッ
ク

リス
ト

実
施

後
の

振
り返

りの
話

し
合

い
を

行
う
。
　
ま

た
、
職

員
会

議
等

で
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

行
い

、
権

利
擁

護
、
虐

待
防

止
に

つ
い

て
職

員
の

意
識

が
高

め
ら

れ
る

よ
う
取

り組
む

権
利

擁
護

虐
待

防
止

係
チ

ェッ
ク

リス
ト

の
実

施
職

員
会

議
内

で
の

勉
強

会
１

回
/３

ヵ月

5 組
織
運
営
と
経
営
基

盤
の
強
化

5-
1

法
人

・園
ビ

ジ
ョン

に
沿

った
柔

軟
性

の
あ

る
運

営

４ 権
利
擁
護
の
推
進
と

虐
待
防
止

4-
1

園
児

の
権

利
擁

護
に

向
け

た
取

り組
み

5-
1-

2
国

の
動

向
や

行
政

、
関

係
機

関
か

ら
の

情
報

を
得

な
が

ら
、
児

童
分

野
施

設
と連

携
を

取
り合

い
、
様

々
な

ニ
ー

ズ
に

沿
った

運
営

を
意

識
し

て
い

く

園
⾧

課
⾧

補
佐

副
主

任
児

童
分

野
連

絡
会

体
験

保
育

　
４

回
/年

一
時

保
育

　
延

べ
５

０
０

人
/年

５
事

業
所

勉
強

会
参

加
６

回
/年

6



令和７年度 事業計画 ／ ほうあんのぞみ 

責任者:大水 健晴 

 

実施事業と定員  就労継続支援Ｂ型（５０名） 就労移行支援（８名） 就労定着支援（２名） 

日中一時支援（４名） 共同生活援助（ほうあん生活ホーム）（４名） 

 

１ 使命と中期ビジョン 

（使 命） 

利用者が働く喜びを感じ、家族が安心できるように、職員の人間性を向上させ、地域との共生を実現する。 

（中期ビジョン）  

１ 調理・清掃・受託の３部門を確立し、利用者の社会参加を通じて地域ニーズに応える事業展開を行う 

２ 利用者が日々笑顔でやりがいを持って通所出来るよう多様な働き方を支える支援を行う 

３ 利用者の就労意識を高め就職・就労実績・就労定着の高い就労支援を行う 

４ 誰もが住みやすい街づくりとなるよう地域交流に取組み地域課題の解決を協働する 

５ 地域福祉に役立つ人材の育成を行う 

 

２ 当期目標と方針 

就労継続支援Ｂ型では、事業展開を安定的に実施できるよう、また利用者のやりがいや達成感をその方な

りに感じられるよう、作業の構造化と職員の支援の見直しを継続して行い、引き続き工賃 20000 円以上を安

定的に維持できる体制を確立していきます。 

利用者の権利擁護に関し、自己決定や自分自身で身を守っていけるよう職員同士の情報交換や意識の

共有、利用者との対話などに取り組みます。また利用者の加齢に伴う、ケガや事故、病気など様々な課題が今

後更に増加することが想定されるため、日常生活上のアセスメントやチェックの仕組みを構築し、健康で⾧く働き

続けられるよう取り組みます。 

人材育成としては、次期管理監督職育成のためのプログラムの準備を開始します。 

就労移行支援では、新たな制度である就労選択支援事業の導入を検討し、適切な福祉サービス事業の

選択や、地域の障害者雇用の創出につなげていきます。 

 

３ 重点テーマ  

１ 軌道に乗ってきた自主生産事業の安定運営できるよう体制を整えます。 

２ 利用者の権利擁護の取組みを行い、自己決定や自分自身で身を守っていけるように取り組みます。 

３ 利用者の加齢への対応として、日常生活上のアセスメント等チェックの仕組みづくりを行います。 

４ 新たな制度である就労選択支援事業の導入を検討し、適切な福祉サービス事業の選択や、地域の 

障害者雇用の創出につなげていきます。 

５ 茶のまあるでは、様々な支援者同士が繋がり、地域の方々の困り感にお互いに対応して行けるような 

仕組み作りを行います。 

６ 人材育成として、次期管理監督職育成のためのプログラムを模索するための準備を開始します。 

 

４ 大型の整備投資の金額と予定時期及びその目的 

・エレベーター入れ替え １０月 ９００万円 

・ダムウェーダー入れ替え １０月 ３００万円（小田原乳児園と折半） 

 

５ 行動計画  別紙 「事業計画総括表」 参照 
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基
本
方
針

当
期
重
点
テ
ー
マ

達
成
方
法

責
任
者

達
成
基
準

法
人
ビ
ジ
ョ
ン

№

1-
1（
Ｂ
型
）

自
主
生
産
事
業
を
安
定
し
て
行
う
体
制
整
備
を
行
い
ま
す
。

弁
当
部
門
・
総
菜
部
門
・
喫
茶
部
門
か
ら
な
る
食
品
事
業
の
職
員
体
制
に
つ
い
て
、
今
後
も
安
定
し
た
食
品
提
供
を
続
け
る
た

め
、
調
理
作
業
に
対
応
で
き
る
職
員
の
体
制
確
保
を
行
い
ま
す
。
ま
た
引
き
続
き
、
調
理
部
門
に
興
味
を
持
つ
新
た
な
利
用
者
参

画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

管
理
職

担
当
主
任

Ａ
:
前
年
度
以
上
の
弁
当
提
供
＆
調
理
部
門
利
用
者

２
人
以
上
増
加

Ｂ
:
Ａ
の
ど
ち
ら
か
１
つ
達
成

Ｃ
:
Ａ
の
ど
ち
ら
も
未
達

1-
2（
B型
・
移
行
）

就
労
選
択
支
援
事
業
の
導
入
を
検
討
し
、
適
切
な
事
業
選
択
や

一
般
就
労
の
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

令
和
７
年
１
０
月
よ
り
就
労
選
択
支
援
事
業
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
た
め
、
研
修
な
ど
を
通
じ
て
情
報
収
集
を
行
い
ま
す
。

就
労
系
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
支
援
に
取
り
組
む
場
合
は
、
前
年
度
の
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
者
数
を
超
え
る
利
用
実
数
を
目
標
と

し
て
、
適
正
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

BL
O
SS
AM

職
員
＆
管
理

職

Ａ
:
選
択
支
援
事
業
に
取
組
み
＆
前
年
度
就
労
ア
セ

ス
メ
ン
ト
以
上
契
約
者
数

Ｂ
:
選
択
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
又
は
、
前
年

以
上
の
契
約
と
な
っ
た
。

Ｃ
:
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
も
未
達

1-
3（
生
活
ホ
ー
ム
）

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
に
よ
り
Q
O
L向
上
に
取
組

む
。

加
齢
な
ど
に
よ
り
変
化
が
進
ん
で
い
る
生
活
ホ
ー
ム
利
用
者
の
定
期
通
院
や
生
活
全
般
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
継
続
し
て
行
い
、
地
域

行
事
へ
の
参
加
な
ど
新
た
な
体
験
機
会
を
作
る
と
と
も
に
、
整
容
や
清
掃
、
通
院
や
外
出
な
ど
の
引
率
や
外
部
サ
ー
ビ
ス
機
関
と

の
調
整
等
、
必
要
な
支
援
量
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
生
活
ホ
ー
ム
の
地
域
連
携
推
進
会
議
を
立
上
げ
ま
す
。

ほ
う
あ
ん
生

活
ホ
ー
ム
担

当 職
員

A:
地
域
連
携
推
進
会
議
の
意
見
を
活
か
し
た

B:
地
域
連
携
推
進
会
議
が
実
施
で
き
た

Ｃ
:
実
施
で
き
な
か
っ
た

2-
1（
Ｂ
型
）

茶
の
ま
あ
る
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
視
点
を
持
っ
て
、

地
域
の
支
援
者
の
集
ま
る
場
と
な
る
企
画
を
継
続
し
、
地
域
課

題
・
近
隣
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
こ
の
課
題
解
決
が
利

用
者
の
仕
事
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

茶
の
ま
あ
る
で
「
あ
つ
ま
あ
る
か
ふ
ぇ
」
の
企
画
を
定
期
的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
と
共
に
、
地
域
住
民
同
士
の
ニ
ー
ズ
が
合
致
し
、
課
題
解
決
に
向
か
え
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
を
行
い

ま
す
。

茶
の
ま
あ
る

職
員

A:
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
加
え
、
地
域
住
民

の
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
出
来
た
。

B:
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
で
き
た
。

Ｃ
:
Ａ
・
Ｂ
の
ど
ち
ら
も
未
達
成
。

2-
2

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

一
丁
田
自
治
会
や
万
年
地
区
の
方
々
と
、
こ
の
地
域
の
災
害
に
関
す
る
課
題
や
、
法
人
の
建
物
や
職
員
が
有
事
の
さ
い
に
出
来
る

事
な
ど
情
報
の
共
有
や
万
一
に
備
え
た
協
力
体
制
の
基
盤
構
築
に
関
す
る
取
り
組
み
を
浜
町
地
区
の
各
施
設
と
と
も
に
行
い
ま

す
。

担
当
職
員

A:
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
＆
自
治
会
と
防
災
に
関

す
る
話
合
い
を
行
っ
た
。

B:
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
。

Ｃ
:
取
り
組
み
実
績
が
な
か
っ
た
。

3 将
来
の
担
い
手
を
育
て
る

3-
1人
材
育
成
と
し
て
、
ケ
ー
ス
検
討
会
や
加
齢
に
伴
う
変
化
へ

の
対
応
等
を
主
テ
ー
マ
に
、
職
員
全
員
の
意
識
の
共
有
や
取
組

後
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
プ
ロ
意
識
の
醸
成
に
繋
げ
ま
す
。

・
ケ
ー
ス
の
特
性
理
解
や
ケ
ー
ス
を
取
り
巻
く
環
境
因
子
な
ど
を
広
い
視
野
で
俯
瞰
す
る
と
と
も
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

よ
り
質
の
高
い
ケ
ー
ス
検
討
会
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
準
備
か
ら
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
進
行
の
過
程
を
育
成
の
機
会
と
し
ま
す
。

・
利
用
者
の
加
齢
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
状
態
像
の
変
化
の
理
解
と
対
応
す
る
た
め
に
、
身
体
機
能
と
認
知
面
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
行
い
ま
す
（
工
賃
会
議
に
付
帯
し
て
実
施
）
。
今
後
の
支
援
力
向
上
の
た
め
、
変
化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
や
す
い
よ
う
に
、

数
値
化
を
基
本
と
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
親
な
き
後
の
備
え
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
後
見
制
度
以
外
の
手
法
な
ど
利
用
者
家
族
と
の
共
有
に
取
り
組
み
ま
す
。

常
勤
職
員

・
外
部
事
業
所
参
加
の
ケ
ー
ス
検
討
会
の
実
施
（
年

/2
回
）

・
加
齢
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
指
標
の
実
施
と
対
応

A:
上
記
の
２
つ
を
達
成
し
た

B:
上
記
の
１
つ
を
達
成
し
た

Ｃ
:
全
て
実
施
で
き
な
か
っ
た

4 権
利
擁
護
の
推
進
と
虐
待

防
止

4-
1

利
用
者
の
自
己
決
定
と
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
の
回
避
が
で
き
る
よ
う

取
組
み
ま
す
。

利
用
者
の
自
己
決
定
や
権
利
擁
護
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
勉
強
会
を
職
員
向
け
に
年
２
回
以
上
行
い
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に

支
援
に
活
か
し
、
利
用
者
自
身
が
自
身
の
権
利
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
利
用
者
向
け
の
勉
強
会
を
年
１
回
以
上
行
い
ま
す

(パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
・
SN
Sの
理
解
・
性
に
関
す
る
研
修
等
)。

常
勤
職
員

権
利
擁
護
研
修
の
実
施
２
回
／
年
以
上

利
用
者
向
け
勉
強
会
の
実
施
１
回
／
年
以
上

A:
上
記
の
2つ
を
達
成
し
た
。

B:
上
記
の
1つ
を
達
成
し
た

Ｃ
:
全
て
達
成
出
来
な
か
っ
た
。

5-
1（
Ｂ
型
）

平
均
工
賃
22
00
0円
以
上
を
維
持
し
ま
す
（
令
和
6年
度
平
均

以
上
）
。

調
理
・
清
掃
・
受
託
の
前
年
度
実
績
か
ら
、
当
年
度
の
部
門
別
月
間
目
標
を
設
定
し
、
定
例
会
議
に
て
前
月
の
進
捗
確
認
と
先
行

行
動
管
理
を
行
う
と
共
に
、
目
標
達
成
状
況
の
確
認
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

６
ヵ
月
経
過
時
点
で
の
目
標
到
達
状
況
に
よ
り
、
25
00
0円
以
上
の
平
均
工
賃
へ
シ
フ
ト
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
を
行
い
ま

す
。

各
部
門
責
任

者
（
常
勤
）

A:
平
均
工
賃
25
00
0円
以
上

B:
平
均
工
賃
25
00
0円
未
満

Ｃ
:
昨
年
度
平
均
以
下

5-
2（
移
行
）

ぽ
け
っ
と
や
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
、
県
西
地
区
の
就
労

機
関
と
密
に
情
報
共
有
し
、
期
中
の
新
規
利
用
者
の
獲
得
を
行

い
ま
す
。

ぽ
け
っ
と
（
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）
と
、
３
ヵ
月
毎
に
登
録
者
情
報
と
空
き
情
報
に
関
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
引

き
続
き
行
い
、
新
規
利
用
者
獲
得
へ
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
へ
の
連
絡
も
と
り
、
該
当

の
利
用
予
定
者
の
有
無
に
つ
い
て
の
確
認
を
し
て
い
き
ま
す
。

BL
O
SS
AM

職
員

A:
平
均
在
籍
者
数
7名
以
上

B:
平
均
在
籍
者
数
5名
以
上
7名
未
満

Ｃ
:
平
均
在
籍
者
数
5名
未
満

5 運
営
組
織
と
経
営
基
盤
の

強
化

令
和
7年
度
　
事
業
計
画
総
括
表
　
ほ
う
あ
ん
の
ぞ
み

1 利
用
者
支
援
の
質
向
上

2 暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
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令和７年度 事業計画 ／ ほうあんホッと相談カフェ 
責任者︓大水 健晴   

実施事業 
１市３町委託相談支援事業(主に知的障害児)、 
指定特定相談支援事業(主に知的障害者)、指定障害児相談支援事業(主に知的障害児)、 
指定一般相談支援事業(地域移行支援・地域定着支援) 

１ 使命と中期ビジョン 
（使 命）         １ 相談者が安心して相談が受けられるように努めます。 

２ あなたらしくいきいきと生活できるように関係機関とのネットワークをいかし、応援します。 
３ 相談者のプライバシーは尊重します。 

（中期ビジョン）  １ ライフステージに添った相談支援を行います。 
２ 障がいのある方の暮らしやすい地域づくりを行います。 
３ まあるい心と高い専門性を持った人材を育てます。 

２ 当期目標と方針 
 これまでの実施事業に加え、神奈川県県西圏域ナビゲーションの委託を通じた地域づくりを通じて、職員の人材
育成に繋がるよう取り組みます。ご相談者本人への相談支援や１市３町の委託相談（クローバー）での個別ケー
スで発生してくる課題を地域課題として、行政や地域の関係者と共有し解決していけるような地域づくりの起点とな
れるよう新たな挑戦を行います。また事業の継続性と効果的なサービス提供を重視し、相談員が独り仕事とならず
相互に相談しあえる仕組みの構築や仕事のボリューム管理を行い、業務改善をはかります。
人材育成では、主任相談支援専門員研修の受講とともに、相談員の資質向上のために外部相談事業所との

意見交換やスーパーバイズ等を行います。併せてケース検討会への参加呼びかけや運営を通じ、相談支援専門員
の役割や仕事を更に伝えていくようにし、将来の担い手確保も含め、法人ビジョンに沿ったソーシャルワーカーの視点
をもった職員育成に取り組みます。 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 
１県西圏域ナビゲーション（神奈川県委託事業）の業務を通じて地域づくりに取組みます。 
２相談員が相互に相談しあえるような仕組みの構築や効率的な支援業務に向けた業務改善をはかります。 
3 相談員の資質向上のために、外部相談事業所との意見交換や外部の専門家によるスーパーバイズを受けていき
ます。 

4 法人内のケース検討会議を共同開催し、相談支援専門員の視点と経験を法人内の職員に伝え、支援力の向
上及びソーシャルワーカーの視点をもった職員育成に貢献します。 

5 相談者及び地域における障害者の権利擁護を推進するために、成年後見人制度について学び、法人内職員や
ご相談者に対して制度の周知や適切な助言ができるようにします。 

6 災害時に備え、ご相談者の状況から想定される課題を抽出するとともに、必要に応じてクライシスプランを作成、
共有します。 

7 小田原市委託相談クローバーにて、引き続き地域の一般相談の窓口として維持できるよう、行政や他法人と共
に業務の見直しを行うとともに、体制面の検討を行います。 

４ 大型の設備投資の金額と予定時期及びその目的   特になし 

５ 行動計画   別紙「事業計画総括表」参照
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ほ
う
あ
ん
ホ
ッ
と
相
談
カ
フ
ェ
　
令
和
７
年
度
　
事
業
計
画
総
括
表

基
本

方
針

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
（

行
動

計
画

）
　

責
任

者
達

成
基

準
法

人
ビ

ジ
ョ

ン
№

相
談

者
と

の
面

接
等

を
利

用
し

、
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
に

つ
い

て
説

明
し

、
認

知
度

を
確

認
す

る
。

そ
し

て
希

望
さ

れ
る

方
に

は
名

簿
へ

の
登

録
を

援
助

し
て

地
域

防
災

に
貢

献
す

る
。

課
⾧

A:
要

確
認

者
の

確
認

が
完

了
B:

確
認

が
一

部
面

談
者

に
限

ら
れ

た
C:

ほ
ぼ

取
組

め
な

か
っ

た

県
西

圏
域

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
事

業
の

受
託

に
よ

り
、

行
政

担
当

課
と

課
題

共
有

や
地

域
で

の
取

組
課

題
を

共
有

し
、

今
後

の
取

組
む

内
容

を
定

め
て

い
く

。
担

当
主

任
Ａ

:
課

題
共

有
が

進
み

担
当

職
員

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

広
が

っ
た

。
Ｂ

:
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

留
ま

っ
た

。
Ｃ

:
完

遂
で

き
な

か
っ

た

ク
ロ

ー
バ

ー
で

の
相

談
者

の
増

加
と

内
容

の
複

雑
化

す
る

地
域

相
談

に
対

応
で

き
る

体
制

の
整

備
を

行
政

及
び

他
法

人
と

共
に

協
議

し
て

持
続

可
能

な
体

制
と

し
て

い
く

。
所

課
⾧

Ａ
:

支
援

者
の

負
担

感
を

軽
減

で
き

た
。

Ｂ
:

業
務

を
見

直
す

取
組

み
が

開
始

　
Ｃ

:
特

に
変

化
な

し

法
人

内
の

各
事

業
所

で
実

施
さ

れ
る

ケ
ー

ス
検

討
会

議
に

参
加

し
、

相
談

支
援

専
門

員
の

視
点

か
ら

助
言

を
行

う
。

利
用

者
の

状
況

や
支

援
の

課
題

を
整

理
し

適
切

な
支

援
に

つ
な

げ
る

た
め

、
地

域
の

支
援

機
関

と
の

連
携

や
活

用
に

つ
い

て
助

言
提

案
を

行
い

、
利

用
者

が
必

要
な

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

課
⾧

Ａ
:

各
相

談
員

が
年

２
回

参
加

し
、

助
言

で
き

た
。

Ｂ
:

各
相

談
員

年
２

回
の

参
加

ｃ
:

完
遂

で
き

な
か

っ
た

。

主
任

相
談

支
援

専
門

員
配

置
の

為
に

職
員

（
１

名
）

を
同

研
修

へ
派

遣
す

る
。

研
修

を
受

講
し

、
所

内
で

の
研

修
な

ど
要

件
を

満
た

し
配

置
体

制
加

算
が

取
得

で
き

る
よ

う
取

り
組

む
。

課
⾧

Ａ
:

主
任

相
談

支
援

専
門

員
を

配
置

し
、

地
域

の
相

談
員

育
成

の
後

見
Ｂ

:
配

置
し

加
算

取
得

は
で

き
た

Ｃ
:

配
置

で
き

な
か

っ
た

。

ケ
ー

ス
の

棚
卸

に
よ

る
対

応
方

針
の

検
討

及
び

効
率

的
な

相
談

支
援

の
実

施
に

よ
り

、
相

談
員

の
や

り
が

い
を

向
上

と
超

過
勤

務
時

間
を

削
減

す
る

（
日

々
の

朝
礼

及
び

職
員

会
議

で
の

振
り

返
り

）
。

担
当

主
任

Ａ
:

前
年

比
20

％
削

減
Ｂ

:
１

０
％

削
減

Ｃ
:

変
化

な
し

持
続

可
能

な
運

営
に

向
け

て
、

収
支

改
善

に
取

り
組

む
。

所
課

⾧
主

任
Ａ

:
収

支
予

算
達

成
及

び
繰

入
減

達
成

Ｂ
:

予
算

達
成

Ｃ
:

予
算

未
達

成

5-
1 

業
務

改
善

を
通

じ
て

、
相

談
員

が
過

度
な

負
担

な
く

支
援

し
て

い
け

る
よ

う
に

取
り

組
み

ま
す

。

5-
2 

圏
域

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
の

受
託

す
る

こ
と

で
、

相
談

員
の

や
り

が
い

の
創

出
と

自
力

運
営

で
き

る
よ

う
に

取
り

組
み

ま
す

。

5-
3 

主
任

相
談

支
援

専
門

員
研

修
受

講
や

月
々

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
数

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

よ
り

本
体

収
入

増
加

を
目

指
し

ま
す

。

4-
1

相
談

者
及

び
地

域
に

お
け

る
障

害
者

の
権

利
擁

護
を

推
進

す
る

た
め

に
、

成
年

後
見

制
度

の
改

正
内

容
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
親

な
き

後
の

備
え

に
つ

い
て

の
勉

強
会

の
開

催
及

び
相

談
支

援
を

通
じ

て
適

切
な

助
言

が
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。

親
な

き
後

へ
の

備
え

に
つ

い
て

の
勉

強
会

を
開

催
し

、
将

来
へ

の
不

安
解

消
に

繋
げ

て
い

く
と

と
も

に
相

談
員

は
関

係
者

（
本

人
家

族
職

員
）

に
対

し
て

制
度

に
つ

い
て

適
切

な
助

言
を

与
え

ら
れ

る
よ

う
に

取
組

む
。

成
年

後
見

制
度

へ
関

心
の

あ
る

方
に

対
し

て
専

門
家

に
よ

る
個

別
相

談
会

等
を

実
施

す
る

。

担
当

Ｃ
Ｓ

Ｖ

Ａ
:

利
用

者
ご

家
族

等
含

め
地

域
に

向
け

た
発

信
と

と
も

に
職

員
へ

の
勉

強
会

実
施

Ｂ
:

個
別

相
談

や
職

員
の

勉
強

会
の

実
施

Ｃ
:

個
別

相
談

に
留

ま
っ

た
。

5 
組

織
運

営
と

経
営

基
盤

の
強

化

4 
権

利
擁

護
の

推
進

と
虐

待
防

止

3-
1 

法
人

内
の

ケ
ー

ス
検

討
会

議
を

共
同

開
催

し
相

談
支

援
専

門
員

の
視

点
と

経
験

を
法

人
内

職
員

に
伝

え
、

支
援

力
の

向
上

及
び

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
視

点
を

持
っ

た
職

員
育

成
に

貢
献

し
ま

す
。

3-
2 

職
員

を
研

修
へ

派
遣

し
新

た
な

加
算

が
取

得
で

き
る

体
制

を
作

り
ま

す
。

1 
利

用
者

支
援

の
質

向
上

2-
1 

神
奈

川
県

か
ら

の
委

託
事

業
で

あ
る

県
西

圏
域

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
事

業
の

業
務

を
通

じ
て

地
域

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。

2-
2 

災
害

時
に

備
え

、
ご

相
談

者
に

想
定

さ
れ

る
課

題
を

抽
出

す
る

と
と

も
に

避
難

行
動

要
支

援
者

登
録

を
促

し
地

域
防

災
に

貢
献

し
ま

す
。

2-
3 

委
託

相
談

ク
ロ

ー
バ

ー
に

て
、

引
き

続
き

地
域

の
一

般
相

談
窓

口
と

し
て

維
持

で
き

る
よ

う
に

行
政

や
他

法
人

と
共

に
協

力
し

て
業

務
の

見
直

し
と

と
も

に
体

制
面

の
検

討
を

行
い

ま
す

。

1-
1 

相
談

員
が

相
互

に
相

談
し

あ
え

る
よ

う
な

仕
組

み
の

構
築

や
効

率
的

な
支

援
が

で
き

る
よ

う
に

業
務

改
善

に
取

り
組

む

朝
礼

及
び

ケ
ー

ス
検

討
会

の
内

容
を

見
直

し
、

相
互

に
助

言
し

あ
え

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

相
談

ソ
フ

ト
の

導
入

の
検

討
を

行
い

記
録

の
標

準
化

に
取

組
み

、
引

継
ぎ

や
担

当
不

在
時

で
も

理
解

し
や

す
い

よ
う

に
す

る
。

法
人

内
事

業
所

に
関

し
て

は
、

タ
ス

ク
ウ

ェ
ア

及
び

会
議

録
な

ど
で

日
々

の
様

子
を

適
時

把
握

し
て

業
務

の
効

率
化

に
取

り
組

む
。

担
当

主
任

Ａ
:

職
場

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

増
え

、
相

談
員

同
士

の
助

言
が

増
え

た
。

Ｂ
:

職
場

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

増
加

た
。

Ｃ
:

大
き

な
変

化
は

み
ら

れ
な

か
っ

た

3 
将

来
の

担
い

手
を

育
て

る
（

人
材

育
成

）

2 
暮

ら
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

（
地

域
貢

献
・

地
域

交
流

）
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令和７年度 事業計画 ／ ほうあんうみ 

責任者： 山岸 秀俊 

実施事業と定員  児童発達支援事業（３０名）  保育所等訪問支援事業 

１ 使命と中期ビジョン 
（使 命）    1 持続可能な合理的配慮を把握し、最先端の技量の習得に努めていきます。 

２ 園児・保護者・職員の人生の質の向上を実現します。 
３ 地域社会の福祉に貢献します。 

（中期ビジョン） １ 子どものありのままを受け入れ、その子らしく過ごせるように支援する。 
２ その子ひとりひとりが笑顔で暮らせる居場所づくり。 
３ 保育園・小学校など地域の子供の支援ができる人材を育成する。 
４ 子どもたちの命を守り、子どもが SOS を発信できる力を身に着ける。 
５ 将来にわたって質の良いサービス提供を行うための組織運営と基盤作り。 

２ 当期目標と方針 
    利用園児・家族への療育支援の質の向上と、地域において活躍できる職員の育成を目標に、研修・勉強会を計画的に
実施していきます。また、法人内児童分野はもとより、地域の関係機関との連携を強化し、職員が地域の子どもたちの実情
を理解し、保育所等でのお子さんと職員の困り感を理解することで、より柔軟に対応できるように努めます。 

３ 重点テーマと取り組むべく課題 
１ 支援の質の向上のために研修制度の整備や研修内容の充実に努めます。児童 5事業所の研修会では、法人内の児 
童分野への共通理解を深めた人材育成を進めていきます。 

２ 地域の関係機関との相互理解を深め、児童発達支援センターの機能を地域に周知していきます。あわせて、災害が起き 
た際にほうあんホッと相談カフェなどと連携して地域のニーズに応えるとともに、災害後も継続して療育が提供できるように努め 
ます。 

３ 権利擁護・虐待防止について定期的に支援の振り返りを行うとともに、子ども向けの権利擁護チェックリストを用いた権利
擁護の向上に努めます。 

４ 子どもの安心・安全な療育を実施するために、施設内の安全管理に努めるだけではなく家族とも安全に関する情報共有 
を進めてまいります。 

５ 事務効率の改善のためのソフトの導入など職員の働く環境の改善に努め、職員の日々のパフォーマンスの向上や研鑽する
時間を確保するなど支援の質の向上に努めます。 

４ 大型の設備投資の金額と予定時期及びその目的 
ケース記録対応ソフト 台帳 サーバー導入費用 160万円

５ 行動計画 
別紙 事業計画総括表参照 
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基
本

方
針

当
期

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
責

任
者

達
成

基
準

法
人

ビ
ジ

ョ
ン

№

1 
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

質
向

上

1-
1

児
童

5事
業

所
の

研
修

会
で

は
、

法
人

内
の

児
童

分
野

へ
の

共
通

理
解

を
深

め
た

人
材

育
成

に
努

め
る

1-
1-

1
ケ

ー
ス

検
討

会
・

事
業

所
紹

介
・

勉
強

会
を

行
い

、
職

員
間

の
連

携
を

通
じ

て
、

子
ど

も
た

ち
が

自
己

肯
定

感
を

も
っ

て
生

活
を

し
て

い
く

こ
と

を
目

指
し

て
い

く
。

主
任

年
間

計
画

に
定

め
た

ケ
ー

ス
検

討
会

議
の

実
施

し
そ

の
後

の
支

援
に

対
す

る

2-
1-

1
地

域
の

幼
稚

園
・

保
育

園
と

の
連

携
を

行
い

、
生

活
の

場
で

の
支

援
を

提
供

す
る

。
小

田
原

愛
児

園
・

乳
児

園
を

含
め

て
他

2園
へ

の
訪

問
・

支
援

を
実

施
。

2-
1-

2
市

町
の

1.
6健

診
後

の
フ

ォ
ロ

ー
体

制
や

そ
の

後
の

障
害

児
支

援
状

況
を

市
町

担
当

者
と

共
有

す
る

と
と

も
に

、
当

園
の

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

機
能

を
地

域
と

共
有

し
て

い
く

。

各
市

町
と

の
連

携
の

た
め

の
打

合
せ

を
年

に
1回

以
上

実
施

。

2-
1-

3
大

規
模

災
害

に
備

え
、

ま
あ

る
内

の
連

携
を

図
り

防
災

計
画

に
盛

り
込

ん
で

い
く

。
ま

あ
る

全
体

防
災

会
議

に
よ

り
役

割
を

明
確

に
し

防
災

計
画

に
盛

り
込

む
。

3 
将

来
の

担
い

手
を

育
て

る
（

人
材

育
成

）

3-
1

支
援

の
質

の
向

上
の

た
め

に
研

修
制

度
の

整
備

や
研

修
内

容
の

充
実

に
努

め
る

。

3-
1-

1
家

族
支

援
や

地
域

連
携

の
中

で
専

門
職

に
求

め
ら

れ
る

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
る

3-
1-

2
多

職
種

連
携

を
意

識
し

た
、

ケ
ー

ス
検

討
会

を
実

施
す

る
。

3-
1-

3
児

童
発

達
支

援
分

野
の

階
層

別
研

修
制

度
を

整
備

す
る

。

主
任

研
修

委
員

会

ケ
ー

ス
検

討
会

は
年

３
回

以
上

実
施

。
家

族
支

援
の

振
り

返
り

を
朝

の
打

合
せ

で
適

宜
行

う
。

研
修

委
員

を
中

心
に

階
層

別
研

修
制

度
を

整
備

す
る

。

4 
権

利
擁

護
の

推
進

と
虐

待
防

止

4-
1

子
ど

も
の

安
心

・
安

全
な

療
育

を
実

施
す

る
た

め
に

、
施

設
内

の
安

全
管

理
に

努
め

る
だ

け
で

な
く

家
族

と
も

安
全

に
関

す
る

情
報

共
有

を
進

め
る

。

4-
1-

1
安

全
計

画
を

策
定

し
保

護
者

の
皆

さ
ま

と
共

有
し

安
心

安
全

な
療

育
を

目
指

す
。

4-
1-

2
園

児
向

け
の

権
利

擁
護

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

よ
る

支
援

の
振

り
返

り
を

行
う

。

防
災

委
員

虐
待

防
止

委
員

安
全

計
画

に
従

っ
た

安
全

チ
エ

ッ
ク

月
に

一
度

の
権

利
擁

護
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
振

り
返

り

5 
運

営
組

織
と

経
営

基
盤

の
強

化
5-

1
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

、
持

続
的

且
つ

良
質

に
行

え
る

よ
う

に
、

運
営

を
行

う
。

5-
1-

1
目

標
管

理
制

度
に

則
っ

て
進

捗
状

況
を

月
次

で
確

認
す

る
。

5-
1-

2
業

務
改

善
を

行
い

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

を
進

め
る

園
⾧

・
主

任
事

務
員

目
標

の
達

成
80

％
以

上
月

1回
業

務
改

善
に

つ
い

て
確

認
し

て
い

く

令
和
7
年
度
　
事
業
計
画
総
括
表
　
ほ
う
あ
ん
う
み

2-
1

地
域

の
関

係
機

関
と

の
相

互
理

解
を

深
め

、
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
地

域
に

周
知

し
て

い
く

。
2-

2
災

害
が

起
き

た
際

に
ま

あ
る

内
で

連
携

し
て

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

と
と

も
に

、
災

害
後

も
継

続
し

て
療

育
が

提
供

で
き

る
よ

う
に

努
め

る
。

2 
暮

ら
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

（
地

域
貢

献
・

地
域

交
流

）

児
童

発
達

管
理

責
任

者 園
⾧
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令和７年度 事業計画 ／ ほうあんふじ 

責任者 : 大水 清世 

実施事業と定員  児童発達支援事業（40 名） 放課後等デイサービス（10 名） 
日中一時支援事業（10 名） 保育所等訪問支援事業 

１ 使命と中期ビジョン  
（使 命）      １ 持続可能な合理的配慮を把握し、最先端の技量の習得に努めていきます。 

２ 園児・保護者・職員の人生の質の向上を実現します。 
３ 地域社会の福祉に貢献します。 

（中期ビジョン）  1 子どものありのままを受け入れ、その子らしく過ごせるよう支援します。 
２ その子ひとりひとりが笑顔で暮らせる居場所をつくります。 
３ 保育園、小学校など地域の子どもの支援ができる人材を育成します。 
４ 子どもたちの命を守り、子どもが SOS を発信できる力を身に着けます。 
５ 将来にわたって質の良いサービス提供を行うための組織運営と基盤をつくります。 

２ 当期目標と方針 
  ほうあんふじに通うお子さんに対する療育支援の質の向上を行うとともに、保護者支援を学び、ご家族と共に療育
を進めることのできる職員の育成に取り組みます。法人内児童分野との連絡会議を開催し、将来的な業務連携・職
員連携のための情報共有を図ります。地域の関係機関との連携を強化し、職員が地域の子どもたちの実情を理解し、
保育所等でのお子さんと職員の困り感を理解することで、より柔軟に対応できるよう努めます。さらには、児童発達支
援から放課後等デイサービスへのつながりを重視し、特に低学年の小学生への支援に重点化し、療育の継続及び就
学に伴う保護者の不安に寄り添う支援を充実させていきます。 

３ 重点テーマと取組むべき課題 
１ 子どもたちの評価に基づいた支援及び保護者支援をテーマに職員の資質向上に取り組みます。 
２ 児童連携支援室の取り組みに参加しながら、支援の必要なご家庭のニーズに応える力を高めていきます。あわせ

て、災害が起きた際にほうあんふじみのさとと連携して地域のニーズに応えるとともに、災害後も継続して療育が提
供できるように努めます。 

３ 職員の学ぶ姿勢を応援し、研修受講や事業所間実習を進めます。児童発達支援センターの役割を的確に捉え、
課題解決できるような育成に取り組みます。 

４ 権利擁護、虐待防止について定期的に支援の振り返りを行うとともに、子ども向けの権利擁護チェックリストを用
いた権利擁護の向上に取り組みます。また子どもの安心・安全な療育を実施するために、施設内の安全管理に
努め、ご家族とも安全に関する情報共有を進めてまいります。 

５ 組織的コミュニケーションの質を向上させる取り組みを行います。また事務効率の改善にむけたソフトの導入など職
員の働く環境の改善に努め、日々のパフォーマンスの向上や研鑽する時間を確保する職場づくりを進めます。 

4 大型の設備投資の金額と予定時期及びその目的 
・外壁塗装  850 万円（ふじみのさとと案分） ・ケース記録対応ソフト導入費用 160 万円
・防犯カメラ  200 万円

５ 行動計画  別紙「事業計画総括表」参照 
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令
和
7年
度
　
事
業
計
画
総
括
表
　
ほ
う
あ
ん
ふ
じ

基
本
方
針

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
（

行
動

計
画

）
責

任
者

達
成

基
準

法
人
ビ
ジ
ョ
ン

№

1-
1-

1 
  

療
育

の
質

の
向

上
・応

用
行

動
分

析
に

基
づ

く支
援

を
行

う
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

・就
学

前
か

ら
就

学
後

に
継

続
し

た
支

援
を

行
って

い
く。

主
任

・ク
ラ

ス
リー

ダ
ー

６
回

/年

1-
1-

2 
 家

族
支

援
の

質
向

上
・保

護
者

との
相

談
援

助
や

面
談

技
術

を
身

に
着

け
ら

れ
る

よ
う
な

研
修

を
行

う
。

・保
護

者
対

応
の

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィを
実

施
し

、
家

庭
に

お
け

る
養

育
との

連
携

の
向

上
に

努
め

る
。

・毎
日

の
登

園
を

継
続

で
き

る
よ

う
個

々
の

家
族

の
状

況
に

応
じ

た
支

援
を

行
い

、
対

応
の

振
り返

りを
行

う
。

主
任

・ク
ラ

ス
リー

ダ
ー

３
回

/年

1-
1-

3 
 給

食
の

取
り組

み
・発

達
段

階
に

合
わ

せ
た

食
形

態
の

検
討

と実
践

（
偏

食
レ

シ
ピ

を
深

め
て

い
く）

。
・野

菜
の

栽
培

・収
穫

・調
理

・食
べ

る
の

一
連

の
流

れ
を

経
験

し
、
食

へ
の

興
味

関
心

を
広

げ
て

い
く。

・食
事

に
関

し
て

保
護

者
との

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
の

機
会

を
持

ち
、
家

族
へ

の
支

援
を

行
う
。

主
任

管
理

栄
養

士

給
食

会
議

　
12

回
保

護
者

講
習

会
　
年

1回

2-
1-

1 
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
・保

育
所

等
訪

問
の

充
実

・地
域

に
お

け
る

支
援

の
実

情
及

び
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
当

園
の

サ
ー

ビ
ス

の
内

容
充

実
を

は
か

る
。

・放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
見

直
し

を
行

い
、
質

の
向

上
を

図
る

。

課
⾧

児
童

発
達

支
援

責
任

者
２

回
/月

2-
1-

2 
地

域
の

中
核

機
能

とし
て

の
役

割
の

整
理

・児
童

地
域

連
携

支
援

室
の

活
動

に
参

加
し

、
地

域
の

状
況

や
セ

ン
タ

ー
の

役
割

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
。

・市
町

村
や

関
係

機
関

と児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
地

域
に

お
け

る
役

割
に

つ
い

て
関

係
機

関
と意

見
交

換
を

行
い

、
整

理
を

行
う
。

課
⾧

１
回

/月

2-
1-

3 
曽

我
大

沢
地

区
の

地
域

住
民

との
連

携
強

化
・ほ

う
あ

ん
ふ

じ
み

の
さ

とと
の

連
携

に
よ

り、
平

常
時

は
も

とよ
り、

災
害

時
に

お
い

て
も

有
効

とな
る

地
域

との
協

力
関

係
を

模
索

し
て

い
く。

課
⾧

１
回

/月

3-
1-

1 
 事

業
所

間
交

流
の

実
施

・小
田

原
愛

児
園

・小
田

原
乳

児
園

・ほ
う
あ

ん
う
み

を
中

心
とし

た
児

童
分

野
との

交
流

研
修

　
（

事
業

所
の

役
割

や
発

達
・特

性
の

お
互

い
の

理
解

）
を

実
施

し
、
会

議
等

で
報

告
を

行
う
。

課
⾧

２
名

以
上

1２
回

/年

3-
1-

2 
 児

童
分

野
で

の
合

同
研

修
や

5事
業

所
で

の
ケ

ー
ス

検
討

会
の

実
施

主
任

年
10

回

3-
1-

3 
 多

角
的

な
視

点
を

持
った

職
員

の
育

成
職

員
の

学
ぶ

姿
勢

を
応

援
す

る
た

め
、
研

修
受

講
や

他
施

設
見

学
、
事

業
所

間
実

習
を

支
援

す
る

（
1人

原
則

年
1

回
）

。
運

営
会

議
メ

ン
バ

ー
年

3回
以

上

５
組
織
運
営
と
経
営
の
基
盤
の

強
化

5-
1

組
織

運
営

と
　
経

営
基

盤
の

強
化

5-
1-

1 
 組

織
的

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
の

研
修

を
実

施
し

、
安

定
し

た
体

制
づ

くり
に

取
り組

む
。

5-
1-

2 
 業

務
改

善
を

推
進

し
、
働

き
や

す
い

職
場

づ
くり

を
進

め
る

。

管
理

者
・課

⾧
・主

任
・ク

ラ
ス

リー
ダ

ー
・事

務
職

員
月

２
回

振
り返

り

権
利

擁
護

虐
待

防
止

委
員

運
営

会
議

チ
ェッ

ク
リス

ト
の

実
施

・評
価

に
よ

り権
利

擁
護

が
守

ら
れ

て
い

る
こ

とが
確

認
で

き
る

保
護

者
へ

の
周

知
が

な
さ

れ
て

い
る

１
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

３
将
来
の
担
い
手
を
育
て
る

（
人
材
育
成
）

3-
1

職
員

の
資

質
向

上

1-
1

園
児

へ
の

関
わ

り方
、
 保

護
者

支
援

へ
の

質
の

向
上

を
は

か
る

4-
1-

1 
 子

ども
向

け
の

権
利

擁
護

チ
ェッ

ク
リス

ト
の

実
施

及
び

評
価

。

4-
1-

2 
 安

全
計

画
を

策
定

し
、
保

護
者

と共
有

を
行

い
、
安

心
安

全
な

療
育

を
目

指
す

。

４
　
権
利
擁
護
の
推
進
と

虐
待
防
止

4-
１

権
利

擁
護

に
向

け
た

取
り

組
み

2-
1

地
域

交
流

・地
域

支
援

の
環

境
を

整
え

る

２
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

（
地
域
貢
献
・
地
域
交
流
）

14



令和 7年度 事業計画 ／ ほうあんふじみのさと 

責任者︓上田 理 

実施事業と定員   生活介護事業（３５名） 施設入所支援（３０名）  
短期入所事業（５名）    日中一時事業（３名） 

１ 使命と中期ビジョン 
（使 命）     １ みんなに２４時間３６５日安心を届けます。 

２ 利用者さんが笑顔で自分らしくいられる支援をしていきます。 
３ ふじみのさとは開かれた施設を目指しみんなの架け橋になります。 

（中期ビジョン）   １ 利用者の望む暮らしが実現できるように支援する 
２ 地域との繋がりを強くする 
３ 地域福祉に貢献できる人材を育成する 
４ 安定した施設運営を行う 

２ 当期目標と方針 
利用者の望む暮らしの実現に向けて、生活が施設内で完結することが無いように、施設外の社会

資源も活用しながら支援します。地域に開かれた施設を目指し、地域との関係を深めていきます。自
分たちの支援を振り返りながら第三者の意見も聞き、権利擁護を更に進めます。支援の質と職員の
働きやすさの両方の向上を目指します。計画的に屋上防水工事など進めて快適な住環境を維持で
きるようにします。 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 
1 意思決定支援を更に進めます。神奈川県版の意思決定支援ガイドラインに則り利用者の意

思決定支援に取り組みます。 
2 地域との更なる関係づくりを進めます。地域連携推進会議の取組みを着実に進めるとともに、

防災面などで自治会との連携を深めます。 
3 実践報告会を行います。人材育成を目的として、実践報告する機会を設けます。 
4 当たり前に行ってきた支援を見直します。外部の意見を参考にしながら、自分達の支援につい

て改めて見直し、利用者の権利擁護を向上させます。 
5 業務改善に向けて取り組みます。定期的に会議を開催し、業務改善に向けて具体的な取組

みを検討し、試行します。 

４ 大型の設備投資の金額と予定時期及びその目的 
屋上防水工事 1900万円（総額 2750万円 ほうあんふじと按分） 

５ 数値指標  別紙 「事業計画総括表」 参照 
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基
本

方
針

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
（

行
動

計
画

）
責

任
者

達
成

基
準

 
法

人
ビ

ジ
ョン

№

4 
権

利
擁

護

5 
組

織
運

営
及

び
経

営
基

盤
の

強
化

1-
1-

1 
 ヒ

ア
リン

グ
シ

ー
ト

の
作

成
＆

更
新

し
て

、
記

録
を

充
実

さ
せ

て
チ

ー
ム

支
援

会
議

を
実

施
す

る
。

1-
1-

2 
 職

員
が

本
人

の
こ

とを
よ

く知
る

た
め

、
ま

た
本

人
に

色
々

な
経

験
を

積
ん

で
も

ら
う
た

め
に

も
、
日

常
生

活
と社

会
活

動
の

場
面

で
利

用
者

の
選

好
を

知
る

取
り組

み
を

進
め

る
。

1-
1-

3 
本

人
の

選
択

肢
を

広
げ

る
た

め
に

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
や

日
中

活
動

事
業

所
の

見
学

や
体

験
利

用
を

進
め

る
。

3-
1

実
践

報
告

会
を

行
い

ま
す

3-
1-

1
チ

ー
ム

に
分

か
れ

て
意

思
決

定
支

援
に

関
し

て
の

取
組

み
を

実
践

し
、
実

践
報

告
会

で
発

表
す

る
。

4-
1

当
た

り前
に

行
って

き
た

支
援

を
見

直
し

ま
す

5-
1

業
務

改
善

の
実

現

5-
1-

1
業

務
改

善
会

議
を

2ヶ
月

に
1度

開
催

し
、
支

援
の

質
向

上
と職

員
の

働
き

や
す

さ
の

観
点

か
ら

業
務

改
善

に
つ

い
て

話
し

合
い

、
出

来
る

こ
とは

実
行

に
移

す
。
ア

ン
ケ

ー
ト

を
とっ

て
、
何

の
業

務
に

何
時

間
必

要
か

を
上

げ
て

も
ら

い
、
週

案
に

反
映

し
て

い
く。

令
和
7年
度
　
事
業
計
画
総
括
表
　
ほ
う
あ
ん
ふ
じ
み
の
さ
と

1 
利

用
者

支
援

の
質

向
上

3 
将

来
の

担
い

手
を

育
て

る
(人

材
育

成
)

2 
暮

ら
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

（
地

域
貢

献
・

地
域

交
流

）

1-
1

意
思

決
定

支
援

を
進

め
ま

す

2-
1

地
域

連
携

推
進

会
議

に
取

り
組

み
ま

す

2-
2

自
治

会
との

連
携

を
深

め
ま

す

2-
1-

1
地

域
連

携
推

進
委

員
の

施
設

訪
問

を
通

じ
て

施
設

の
こ

とを
も

っと
よ

く知
って

も
ら

う
。
会

議
を

年
2回

開
催

し
、
施

設
の

良
い

とこ
ろ

や
課

題
を

整
理

す
る

。
前

年
度

の
課

題
とし

て
上

が
った

こ
とに

つ
い

て
改

善
に

向
け

て
取

り組
み

会
議

で
報

告
す

る
。

2-
2-

1
自

治
会

と話
し

合
う
機

会
を

設
け

て
、
合

同
で

防
災

等
に

関
す

る
取

組
み

を
行

う
こ

とを
目

指
し

て
話

し
合

う
。

取
り組

み
例

:
合

同
研

修
、
防

災
に

関
し

て
の

ふ
じ

み
の

さ
と見

学
＆

意
見

交
換

会

4-
1-

1
職

員
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
上

が
って

き
た

も
の

に
つ

い
て

改
善

に
向

け
て

話
し

合
う
。

ヒ
ア

リン
グ

シ
ー

ト
作

成
15

名
チ

ー
ム

支
援

会
議

の
実

施
5名

意
思

決
定

支
援

PT

・前
年

度
の

課
題

の
改

善
に

向
け

て
取

り組
み

、
会

議
で

報
告

し
た

・次
年

度
の

取
組

み
課

題
を

決
め

た

自
治

会
と話

し
合

う
機

会
年

2回
自

治
会

と合
同

で
取

組
み

を
行

った

開
か

れ
た

さ
と

PT 所
⾧

課
⾧

主
任

課
⾧

業
務

改
善

PT

主
任

支
援

を
見

直
し

て
改

善
で

き
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

し
、
改

善
で

き
た

とい
う
回

答
が

80
％

以
上

検
討

し
た

業
務

改
善

案
を

実
施

で
き

た

実
践

報
告

会
で

全
て

の
グ

ル
ー

プ
が

実
践

報
告

で
き

た
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令和７年度 事業計画 ／ ほうあん第一しおん 
責任者︓近藤 秀樹          

 
実施事業と定員  就労継続支援 B型事業（５０名） 生活介護事業（１０名） 

日中一時支援事業（６名） 
 

１ 使命と中期ビジョン  
（使 命）ほうあん第一しおん  『全員が高い満足度で生きがいを感じるために︕︕』 

１ 利用者に働く喜びを感じていただきます    
２ 職員は専門性を常に追求し、利用者が良い人生を送れるように支援します   
３ 地域社会に情報発信し、貢献します 

（中期ビジョン）  １ 日中活動を通じ利用者の社会参加と工賃向上を図る 
２ 地域の根府川により根差した活動の実践 
３ サービスの質向上と支援力強化 
４ 安心安全な暮らしと豊かさの向上 
５ 将来のサービスに繋がる運営組織の強化 

 
２ 当期目標と方針 

就労継続支援 B型事業の作業棟グループは、農福連携の作業を行い、共に働く共生社会の実現
を目指します。パン工房では製造量を更に伸ばせるよう取り組んでいき高工賃を目指します。生活介
護事業では、日課の充実を図り利用者の満足度をあげていきます。地域活動では地域防災の強化を
行なっていき、いざという時に協力しあえるよう働きかけをします。人材育成については職員の離職がな
いよう定着支援と更なる支援力向上を目指していきます。 

 
３ 重点テーマと取り組むべく課題  
１ 就労継続支援 B型事業の作業棟では新規作業を契約し作業をコンスタントに行なうのと、またパン
工房では更なる製造量の向上を目指し、平均工賃30,000円を目指し、働く喜びを感じてもらいま
す。生活介護事業では利用者が満足できる日課の見直しと生活訓練の実施、外出の機会を増や
します。 

２ 地域住民自治会と協力体制を再整備し、防災組織の強化を図ります。 
３ 将来を担う人材を育成するために法人内交流研修に参加します。また引き続き内部交流を実施し
ます。 

４ 虐待防止・権利擁護について計画を立て取り組みます。 
５ サービスが継続できるよう施設の管理をします。 

 
４ 大型の設備投資の金額と予定時期及びその目的 

・屋外キュービクル修繕 ６月 約２００万円   ・キュービクル PCB含有分析調査 約７万円 
・誘導灯交換工事  ６月 約３０万円 

 
５ 行動計画 別紙 「事業計画総括表」 参照 
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基
本

方
針

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
（

行
動

計
画

）
責

任
者

達
成

基
準

法
人

ビ
ジ

ョ
ン

№

1-
1

就
労

継
続

支
援

B
型

事
業

で
は

地
域

の
方

々
と共

に
働

き
、
高

工
賃

を
目

指
す

1-
1-

1 
 農

業
と福

祉
の

連
携

を
活

用
し

、
共

に
働

く共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

行
動

す
る

。

1-
1-

2 
 新

た
な

作
業

の
開

拓
を

す
る

。

1-
1-

3 
 パ

ン
工

房
の

平
均

工
賃

30
,0

00
円

を
目

指
し

、
働

く喜
び

を
感

じ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
す

る
。

作
業

棟
職

員

作
業

棟
職

員

パ
ン

工
房

職
員

一
年

間
通

じ
て

農
福

連
携

の
作

業
を

行
う

新
規

作
業

を
１

つ
獲

得

平
均

工
賃

30
,0

00
円

達
成

1-
2

生
活

介
護

事
業

で
は

意
思

決
定

支
援

に
取

り
組

む

2-
1-

1 
利

用
者

が
満

足
で

き
る

日
課

の
見

直
し

と生
活

訓
練

の
実

施
、
外

出
の

機
会

を
増

や
す

。
生

活
介

護
職

員

生
活

訓
練

を
週

１
回

取
り入

れ
る

パ
ン

納
品

の
行

き
先

を
選

択

納
品

帰
りに

外
出

の
機

会
を

作
り運

動
を

行
う

2 
暮

ら
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

（
地

域
貢

献
・

地
域

交
流

）

2-
1

防
災

組
織

の
強

化

2-
2

古
道

整
備

2-
1-

1 
 地

域
住

民
（

江
の

浦
自

治
会

、
根

府
川

自
治

会
）

と連
携

を
行

い
、
風

水
害

時
の

 避
難

場
所

とし
て

の
機

能
で

き
る

よ
う、

地
域

自
治

会
と防

災
組

織
の

強
化

を
図

る
。

2-
1-

2 
 古

道
の

整
備

を
引

き
続

き
行

い
、
地

域
の

方
が

通
りや

す
い

環
境

を
つ

くる
。

所
⾧

・監
督

職

作
業

棟
職

員

地
域

自
治

会
に

よ
る

避
難

所
の

見
学

実
施

年
に

１
度

地
域

防
災

訓
練

に
参

加

古
道

整
備

を
月

１
度

実
施

3 
将

来
の

担
い

手
を

育
て

る
（

人
材

育
成

）
3-

1
将

来
を

担
う
人

材
育

成
を

強
化

す
る

3-
1-

1 
 人

材
育

成
の

た
め

に
他

事
業

所
に

事
業

所
間

交
流

に
行

き
視

野
を

広
げ

力
を

つ
け

る
。

3-
1-

2 
 パ

ン
工

房
の

担
い

手
職

員
を

育
成

す
る

。

3-
1-

3 
 S

D
S
の

活
用

を
促

す
。

管
理

職
監

督
職

事
業

所
間

交
流

へ
参

加

職
員

は
パ

ン
工

房
の

業
務

に
３

日
か

ら
５

日
入

り経
験

す
る

自
ら

必
要

な
研

修
に

参
加

４
権

利
擁

護
の

推
進

と
虐

待
防

止

4-
1

虐
待

防
止

・権
利

擁
護

に
つ

い
て

年
間

計
画

を
立

て
取

り組
む

4-
1-

1 
 事

業
所

内
権

利
擁

護
委

員
会

が
主

体
とな

って
利

用
者

の
意

見
を

取
り入

れ
目

標
を

 決
め

職
員

に
周

知
し

ま
す

。

4-
1-

2 
目

標
を

掲
げ

日
々

の
支

援
業

務
に

取
り組

み
ま

す
。

所
内

権
利

擁
護

委
員

会
権

利
擁

護
・虐

待
防

止
委

員

３
箇

月
に

１
度

の
目

標
設

定

権
利

擁
護

チ
ェッ

ク
リス

ト
年

２
回

の
実

施

５
 

組
織

運
営

と
経

営
基

盤
の

強
化

５
-1

サ
ー

ビ
ス

が
持

続
で

き
る

よ
う施

設
の

管
理

を
行

う

5-
1-

1 
 目

標
管

理
の

進
捗

状
況

を
３

箇
月

毎
確

認
す

る
。

5-
1-

2 
 一

年
間

計
画

的
に

施
設

整
備

を
行

う。

所
⾧

・課
⾧

・監
督

職
・事

務
職 所
⾧

目
標

達
成

危
険

個
所

点
検

か
ら

見
た

修
繕

ヵ所
の

工
事

の
実

施

令
和
7
年
度
　
事
業
計
画
総
括
表
　
ほ
う
あ
ん
第
一
し
お
ん

1 
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

18



令和７年度 事業計画 ／ ほうあん第二しおん 
 責任者︓吉澤 宏次    

実施事業と定員 
生活介護事業（３０名） 短期入所事業（４名） 共同生活援助（シトラス）（６名） 
ショートステイシトラス／短期入所（５名）、 日中一時事業（２名）

１ 使命と中期ビジョン 
（ 使 命 ） １．利用者の皆様の尊厳を守り、可能性を信じ、あたたかい心で支援を行います。 

２．利用者の皆様の笑顔と自分らしさを実現し、共に成長することを目指します。 
３．互いの信頼関係を築き、根府川から未来を照らします。 

中期ビジョン案 １．利用者支援の質の向上と高齢化対応 
２．医療ケアの充実と医療機関との連携強化 
３．シトラスの365日フル稼働に向け、法人全体の課題とした具体的な取り組みの推進 
４．重度・重心の暮らしを支える支援を行う職員の定着と育成 
５．地域交流の推進と片浦地区の活性化への寄与 

２ 当期目標と方針 
    令和２年度から行っている意思決定支援の充実に関して、引き続き個別支援計画やアセスメントシートに利用者

の意思を反映させ、併せて PTなど他職種の意見も反映させていきます。この取り組みに関して、ケース検討の定例
化や OJTの強化を図り、職員間や上席者とのコミュニケーションをこれまで以上に活性化させ、情報の共有のみなら
ず、職員の意識や資質の向上につなげ、やりがいにまで発展させます。利用者の高齢化や重度化への対応として、
高齢化に関する法人のプロジェクトや他事業との連携等により、支援の質の向上に努めます。 
ホームシトラスの運営に関しては、医療ケアの充実や余暇時間の工夫を行い、安心して暮らせる生活の場づくりを継
続して行います。また、365日フル稼働を目指すために、法人全体の課題として取り組み、具体的な展開を図ります。 
 また、職員の働き方の改革を行い、ワーク＆ライフバランスの推進を図り、勤怠システムの導入により、会議時間の短
縮や時間外勤務の見直しを図ります。 
 なお、一昨年度から受託した神奈川県補助事業を継続して行うとともに、安定した生活介護事業が行えるよう定
数の見直しを行い、経営状況の改善に努めます。 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 
１ 利用者支援の質の向上（高齢化および将来の生活を見据えた支援） 
２ 権利擁護の推進と虐待防止の徹底（意思決定支援に基づく個別支援計画の充実） 
３ 暮らしやすい地域づくり（Web マガの積極的な活用と広報誌の発行など情報の発信と小学校との交流、シトラス 

の地域連携推進会議の開催、地域防災の実施） 
４ ソーシャルワークの視点に立つ人材の育成（事例検討会の実施など OJT の実施と積極的な研修の参加） 
５ 組織的運営体制の整備と経営基盤の強化（組織的運営のための体制強化と安定した収支バランスの確保） 

４ 大型の設備投資の金額と予定時期及びその目的 
・車両の入れ替え（補助金の活用 350万程度）
・汚物処理機の導入（補助金活用 75万円程度）

５ 行動計画   別紙「事業計画総括表」参照
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基
本

方
針

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
（

行
動

計
画

）
責

任
者

達
成

基
準

法
人

ビ
ジ

ョ
ン

№

1-
1-

1
将

来
を

見
据

え
な

が
ら

も
、

具
体

的
な

目
標

を
設

定
し

た
個

別
支

援
計

画
の

策
定

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
高

齢
化

に
よ

る
退

行
現

象
の

指
標

に
基

づ
い

て
客

観
的

デ
ー

タ
の

収
集

に
努

め
、

支
援

計
画

に
反

映
さ

せ
る

。

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者

具
体

的
な

目
標

を
設

定
し

た
個

別
支

援
計

画
の

策
定

（
全

ケ
ー

ス
）

高
齢

化
に

よ
る

退
行

現
象

の
指

標
を

用
い

た
評

価
の

実
施

(1
0名

）

1-
1-

2
柔

軟
な

発
想

の
も

と
、

日
中

活
動

や
余

暇
活

動
の

創
意

工
夫

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
く

。
各

グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

シ
ト

ラ
ス

担
当

リ
ー

ダ
ー

会
議

に
お

け
る

新
規

活
動

計
画

の
検

討
（

各
グ

ル
ー

プ
１

つ
を

目
標

）

2-
1-

1 
 積

極
的

な
W

eb
マ

ガ
の

ア
ッ

プ
と

年
２

回
の

広
報

誌
の

発
行

で
の

情
報

発
信

。
W

eb
マ

ガ
担

当
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー

年
24

回
以

上
の

ア
ッ

プ
（

時
機

を
逸

し
な

い
迅

速
な

事
務

処
理

）
広

報
誌

は
年

２
回

以
上

2-
1-

2 
 シ

ト
ラ

ス
に

お
け

る
地

域
連

携
推

進
会

議
の

開
催

。
管

理
職

シ
ト

ラ
ス

担
当

職
員

年
１

回
以

上
の

開
催

2-
1-

3 
 避

難
訓

練
の

定
期

的
な

実
施

と
防

災
備

品
の

整
備

。
管

理
職

防
災

担
当

年
間

２
回

以
上

の
実

施

3-
1-

1 
 充

実
し

た
ケ

ー
ス

検
討

会
の

実
施

管
理

職
年

間
５

事
例

以
上

3-
1-

2 
 外

部
研

修
へ

の
積

極
的

な
受

講
と

実
践

報
告

会
へ

の
参

加
管

理
職

外
部

研
修

受
講

10
名

実
践

報
告

１
回

以
上

４
権

利
擁

護
の

推
進

4-
1

利
用

者
の

意
思

を
尊

重
し

た
個

別
支

援
計

画
の

策
定

4-
1-

1 
 計

画
の

目
標

に
基

づ
く

具
体

的
な

取
り

組
み

の
策

定
管

理
職

、
サ

ビ
管

全
ケ

ー
ス

具
体

的
な

取
り

組
み

計
画

を
策

定

5-
1-

1
運

営
会

議
や

課
会

議
、

リ
ー

ダ
ー

申
し

送
り

な
ど

で
の

情
報

の
共

有
、

職
員

の
働

き
方

改
革

管
理

職
各

リ
ー

ダ
ー

全
職

員

毎
月

の
運

営
会

議
、

グ
ル

ー
プ

会
議

必
要

に
応

じ
臨

時
会

議
開

催
会

議
時

間
の

短
縮

、
勤

怠
シ

ス
テ

ム
の

対
応

5-
1-

2
36

5日
開

所
に

向
け

た
検

討
を

法
人

本
部

と
と

も
に

行
う

。
管

理
職

シ
ト

ラ
ス

担
当

毎
月

の
シ

ト
ラ

ス
会

議
法

人
共

同
生

活
援

助
あ

り
方

検
討

会
地

域
連

携
推

進
会

議
を

年
１

回
以

上

5-
1-

3
新

規
利

用
者

の
獲

得
と

県
補

助
金

事
業

の
継

続
管

理
職

事
務

職

特
別

支
援

学
校

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
新

規
利

用
者

の
獲

得 地
域

生
活

移
行

推
進

民
間

提
案

事
業

継
続

お
よ

び
中

井
や

ま
ゆ

り
園

利
用

者
の

受
け

入
れ

の
継

続
・

受
け

入
れ

増

令
和
７
年
度
　
事
業
計
画
総
括
表
　
ほ
う
あ
ん
第
二
し
お
ん

２
 

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り

１
利

用
者

支
援

の
質

の
向

上

５
組

織
運

営
及

び
経

営
基

盤
の

強
化

1-
1

将
来

を
見

据
え

た
支

援
計

画
の

策
定

と
高

齢
化

対
策

2-
1

W
eb

マ
ガ

や
広

報
誌

を
通

じ
て

の
情

報
発

信 シ
ト

ラ
ス

の
地

域
連

携
推

進
会

議
の

開
催

地
域

防
災

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
計

画
の

整
備 5-

1
組

織
的

な
運

営
の

体
制

強
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
シ

ト
ラ

ス
36

5日
フ

ル
開

所
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
い

う
。

安
定

し
た

収
入

の
確

保
の

推
進

３
将

来
の

担
い

手
を

育
て

る
（

人
材

の
定

着
と

育
成

）
3-

1
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

視
点

に
立

つ
人

材
の

育
成

20



令和 7年度 事業計画 ／ ほうあんなぎさ 

責任者︓大屋 彰利 
実施事業  児童精神科医療（診療、リハビリテーション） 

１ 使命と中期ビジョン  
（使 命）  自閉スペクトラム症や類縁障害の子どもたちが増加しており、早急な対策が求められています。神奈川県

西圏域に児童精神科の医療機関が無く、私たちのクリニックは、小田原の地を中心に児童精神科治療の
役割を担うものとして設立されました。医療と療育と福祉の視点から子どもたちの特性を正当に評価し、地
域医療システムからの協力を仰ぎ、地域の社会資源を有効に活用しながら、一人ひとりに合った援助を医
療やリハビリテーションを通じて子どもたちとご家族に教育環境に提供し、子どもたちの成長の一助を担いた
いと考えます。 

（中期ビジョン） １ 健診システム・・・対象児のピックアップ 
２ 医療につなげるシステム・・・振り分け 
３ 診療・・・診断と治療、検査、リハビリ、訓練、療育 
４ 地域へつなげるシステム・・・資料作成（報告書等）、研修、巡回 

２ 今期目標と方針 
1 ほうあんふじ、うみ、乳児園、愛児園に通う子どもたちの診療 
2 地域からの新規患者と定期診療 
3 検査、訓練 
4 受診後の精神保健福祉士によるフォロー 
5 受診前のフォロー 
6 地域連携 
7 法人内における情報共有 
8 人材の確保と育成 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 
１ 診療、検査、訓練体制の確立 
２ 地域（医療、教育、福祉）との連携 
３ 法人内での社会福祉事業のネットワークに本事業をのせる 
４ 人材の確保と育成 

４ 大型の設備投資の金額と予定時期及びその目的    なし 

５ 行動計画  別紙 「事業計画総括表」 参照 
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